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主 題：（一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会・（一社）愛知県測量設計業協会の意見 

交換会 ～ＢＣＰ策定に関する意見交換会～ 
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(敬称略) ①会 長  今山 清 （九州建設コンサルタント（株）） 
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議事進行議事進行議事進行議事進行                      大分測協 波多野委員 

 

00，開催前の雑談00，開催前の雑談00，開催前の雑談00，開催前の雑談    

 ①熊本地震の影響について 

観光県大分（湯布院）のダメージ。本震レベルの余震、本震、継続する余震。危機対応 

内閣として安倍総理も大分入りし、湯布院等の復興支援を約束。観光県大分として昨年 

アピールビデオ（温泉でシンクロ→シンフロ）を制作したばかり。 

 ②熊本地震を経験する前の本音としての南海トラフ対応（備え）について 

  ハード対策よりもソフト対策（高台移転など）優先。熊本地震をきっかけに今回のＢＣ 

Ｐ策定意見徴収。現状、災害協定未締結。 

 ③その他 

  ＢＣＰを切り口に地方測協としての立ち位置、課 

題や問題の意見交換希望。 

 

0，議事進行役である波多野委員（大分測協）よ0，議事進行役である波多野委員（大分測協）よ0，議事進行役である波多野委員（大分測協）よ0，議事進行役である波多野委員（大分測協）よ

り意見交換会開会の辞り意見交換会開会の辞り意見交換会開会の辞り意見交換会開会の辞 

①意見交換会開催のお礼と意見交換会開催趣旨 

説明。 

 

1，大分測協を代表して 今山会長より挨拶1，大分測協を代表して 今山会長より挨拶1，大分測協を代表して 今山会長より挨拶1，大分測協を代表して 今山会長より挨拶 

①意見交換会開催、質問回答表のお礼等。 

②大分測協のＢＣＰ取り組みの現状等説明。 

 

2，愛測協を代表して 今村会長より挨拶2，愛測協を代表して 今村会長より挨拶2，愛測協を代表して 今村会長より挨拶2，愛測協を代表して 今村会長より挨拶    

①愛測協として、協会ＢＣＰ策定に向けた良い機会を得た事に対するお礼。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

3，愛測協→大分測協の順で各自自己紹介3，愛測協→大分測協の順で各自自己紹介3，愛測協→大分測協の順で各自自己紹介3，愛測協→大分測協の順で各自自己紹介    

議事進行 波多野委員 

今山会長あいさつ 今村会長あいさつ 
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4，吉田理事より 大分測協の組織と活動について説明4，吉田理事より 大分測協の組織と活動について説明4，吉田理事より 大分測協の組織と活動について説明4，吉田理事より 大分測協の組織と活動について説明    

 ①大分県測量設計コンサルタンツ協会（大分測協） 

の概要説明。設立 40 周年。 

 ②会員 46 社。5 委員会（総務、広報、労務厚生、技 

術研修、経営）と特別委員会（独禁法、砂防基礎 

調査） 

 ③今山会長より、砂防基礎調査特別委員会の発足と 

活動内容について説明。 

 

 

 

5，岩田危機管理委員長より 愛測協の組織と活動について説明5，岩田危機管理委員長より 愛測協の組織と活動について説明5，岩田危機管理委員長より 愛測協の組織と活動について説明5，岩田危機管理委員長より 愛測協の組織と活動について説明    

 ①添付資料、配布資料（H28 年度愛測協会員名簿、

南海トラフ巨大地震への対応／宮測協との意見

交換会まとめ冊子、方位等)の説明。 

 ②配布資料をもとに愛知県測量設計業協会（愛測

協）の概要説明。 

 ③同、旧建コン委員会、危機管理委員会の活動につ

いて説明。 

 ④同、宮測協との意見交換会、ワークショップにつ

いて説明。 

 ⑤同、タイムラインについて詳細説明。 

 

5-1，大分測協より 上述説明した内容について質問など5-1，大分測協より 上述説明した内容について質問など5-1，大分測協より 上述説明した内容について質問など5-1，大分測協より 上述説明した内容について質問など        

 ①タイムラインにおける愛知県の支援要請・要望について。 

 ②災害事象多々ある中で地震をタイムラインで取り上げた理由について。 

  大分県特有の活火山災など 

 ③協会ＢＣＰの完成度、協会員の意識（モチベーション）について。 

 ④ステークホルダー（隣県協、土木研究会など）について。 

 ⑤災害協定について。 

 

6，波多野委員より 会議の進め方及び資料他について説明6，波多野委員より 会議の進め方及び資料他について説明6，波多野委員より 会議の進め方及び資料他について説明6，波多野委員より 会議の進め方及び資料他について説明    

 ①配布資料については、前項 5 において岩田危機管理委員長より説明があったため省略。 

 ②前項 5の説明と事前にもらった質問回答表で概ね理解できたため、会員ＢＣＰ、協会Ｂ 

ＣＰ、災害模擬訓練の特筆事項について次項で確認。 

 

吉田理事による大分測協の説明 

岩田委員長による愛測協タイムラインの説明 



7，質問表に沿った質疑回答（前半）7，質問表に沿った質疑回答（前半）7，質問表に沿った質疑回答（前半）7，質問表に沿った質疑回答（前半） 

【大 1】 協会タイムラインについては概ね理解。会員タイムラインと会員ＢＣＰについて 

 説明願いたい。 

【愛 1】 ①災害支援 9地区の会員支援体制を交えながら、資料№5（事業継続計画（ＢＣＰ）） 

にそって説明。会員タイムラインは作成していないが、計画書の中に流れ（フロー） 

を記載。 

②あいちＢＣＰモデルを測量設計にアレンジしている。中小企業庁・内閣府策定版 

の構成とほぼ同じ。 

【大 2】 愛知県はトヨタ等製造業が盛んなイメージがあるが 

【愛 2-1】①あいちＢＣＰモデルは製造業版とサービス業版があり、サービス業版をアレン 

 ジ。 

【愛 2-2】①目標とする復旧時間は 7日以内、タイムラインにおける愛知県からの二次支援 

 要請とリンクしている。愛知県との災害協定を大前提。 

【大 3】 被害想定について、会員に周知する研修等を実施しているか。 

【愛 3】 ①未実施。押し付けでなく意識改革させるの 

 が目的。アンケート調査を複数回実施し、意 

 識改革を狙っているが温度差あり。 

【大 4】 アンケート等で後ろ向きな会員の除籍等は考 

 えていないか。 

【愛 4】 ①考えていない。ただし、災害支援関連で毎 

 年 9 地区土木事務所にアピールする機会があ 

 るため、その中で各会員の「ＢＣＰ策定・未策 

 定」状況を報告したら、という意見、強制力を 

 もたせたら、という意見あり。今後の課題。 

【愛 5】 熊本地震の時、インフラの復旧期間はどの程度だったか。 

【大 5】 ①大分でも電気インフラは 1 週間後でも不通。ただし、全国から電源車が訪大し、 

 不安定だが復旧。宿の問題はあった。 

②大分測協も 2年程前、国と支援体制を結んだが、全国から国関連要員が訪大した 

ため、役割なし。 

③国は南海トラフに対するタイムラインを作成していたが、太平洋側（大分～宮崎 

～鹿児島）地区の後方支援拠点として想定した熊本が今回の熊本地震で大打撃。 

④物資や重機は国から十分支援され、主導的に動いた・動けたのは運搬業者等の専 

門業者であって、我々のような民間（サービス業、コンサルなど）は手も足も出な 

い・出せない状況であった。これらを経験し、危機管理時における対応指針、ＢＣ 

Ｐの必要性を痛感した。 
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【愛 6】 ①被害想定に基づくＢＣＰ対応策の検討、課 

 題にあたる部分をチェックリスト様式で整 

 理。重要なのは「新耐震設計法による設計か 

 否か」。短期的・長期的視点で整理が必要。 

②事業継続対応の項がタイムラインにあた 

る。教育・訓練等を継続し、点検・是正措置・ 

見直しといったＰＤＣＡサイクルを回すこ 

とが重要。ＢＣＭ（メネジメント）が重要。 

【大 6-1】ＢＣＰにそって実際に行動・訓練すること 

 が重要。 

【愛 6-2】①行動、実行して見直すことが重要。 

【愛 7】 備蓄品は重要だが、東北地震を経験した宮測協はどうだったか。 

【愛 7-1】被害が少なかった市内に集中した会社が社員に食料等を提供。自転車、バイクが 

 有効な移動手段。発電機が必要。トイレの水。ガソリンの補給ルール。現金が重要。 

【愛 7-2】ＢＣＰを作成して備蓄品の重要性を認識。経営者、トップの意識がポイント。 

【大 8】 今回の地震は、本震並み余震と本震と 2度。これまでの地震と異なった。2 回目 

 は気力喪失。2度目の地震で家屋等倒壊しており、このあたりの連続地震に対す 

 る考え方が今後の課題。 

【愛 8-1】2 度目で気力喪失し、回復するのにどれくらいの期間を要したか。 

【大 8-2】①本震以降も大きな余震が継続しているため、現行でも落ち着かない。②心が折 

 れて回復するというより、3 回目がくるのではと疑心暗鬼。    

【大 8-3】今回の熊本地震を考えると、タイムラインを作成しても、発災後復旧に向かうは 

 ずが再発災となり、時間軸における行動指針をラップさせる必要があり、このあた 

 りが課題となるが、切りがない。 

【大 8-4】災害協定・出動要請は有償でないと。 

【愛 8-5】①愛知県では有償、無償の表現を使っていない。全測連では数件ボランティア。 

 宮測協では 1day がボランティアと聞いている。②愛知県では過去有償清算。 

【大 8-6】続く余震や 3度目を考えると、経営者として社員を災害支援に出すことに二の足 

 を踏む。 

【大 8-7】宿の問題。大分から熊本へ支援する場合、宿泊費もでない。ＢＣＰ、計画があっ 

 ても行動に移す場合の課題。 

【愛 8-8】①愛知県でもステークホルダー、支援体制を確立するうえでの課題。②ワークシ 

 ョップ等では、愛知県職員と連携しているため、それをきっかけに相乗効果、発展 

 的に展開できれば。 

【愛 9】 具体行動時に必要な従業員携帯カードが重要。 
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8，質問表に沿った質疑回答（後半）8，質問表に沿った質疑回答（後半）8，質問表に沿った質疑回答（後半）8，質問表に沿った質疑回答（後半）    

【大 10】協会ＢＣＰ作成時や具体に発動された時の役回りは。 

【愛 10-1】①内閣府防災担当「事業継続ガイドライン」にたどり着き、それに基づき作成。 

 ②ＢＣＭを重要視。③災害対策本部の代替え、多重性について検討を始めた段階。 

 ④リーダーシップ、リーダーの裁量。 

【大 10-2】自社の経営トップ・リーダーシップと協会ＢＣＰにおけるリーダーシップの兼 

 ね合いは 

【愛 10-3】①愛測協としては未検討。宮測協では、建コン、県測協ともに同コンサルであ 

 ったためうまく機能したと聞いている。②具体運用の細部にわたっては要検討。 

③今回の質問回答表には、新たな課題、問題提起も含まれているため有意義である。 

【大 11】安否確認サービスについてご教示願いたい。 

【愛 11-1】①資料№7（Smart Arrange for BCP）について説明。②会員各社社員の安否 

 確認に利用できるが、協会としては支援体制を把握するためのシステムとして利 

 用。 

【大 12】災害模擬訓練についてご教示願いたい。 

【愛 12-1】上述したシステムを利用して、連絡訓練に利用。 

【愛 12-2】①名測協が音頭をとって、技術研修会（災害時撮影手法やドローン等）や情報 

 伝達等訓練に愛測協も参画。②愛測協と愛知県との情報伝達訓練の必要性、システ 

 ムの構築検討。③会員企業主体で研修会を実施。愛知県、名古屋市も参加。 

【大 12-3】九州では官主体で災害査定研修会を実施しているが。 

【愛 12-4】中部では東海地区 4県で持ち回り実施している。 

【愛 12-5】災害査定の技術が継承されていない。愛測協会員では 10 数社が災害査定経験。 

【大 12-6】①大分測協会員はほとんどが災害査定を経験済。毎年災害がある。②官側が知 

 識不足で水中測量等で難題を投げかけられる。 

【愛 12-7】官側の災害・災害査定に対する認識・知識不足。 

【愛 12-7】今後、大分測協会員を講師とした災害査定研修会を実施しては？ 

【愛 12-8】災害査定手法の基本を確立する必要がある。しかし、想定が難しいため難題。 

【愛 13】①ＢＣＭ事務局の創設の必要性。平時の事務局が災害時に移行。 

【大 14】愛知県として i-Con への取り組みは。 

【愛 14-1】①ドローンは大規模土工が主流で、測量・設計レベルでは精度的にやられてい 

 ない。②ただし、愛知県として災害時の状況把握の第一報としては活用できる。 

【大 14-2】景観撮影と三次元データとしての視点で活用できる。 

【愛 14-3】省力化という視点で i-Con への取り組みは重要だが、現場レベルでは現状手探 

 り状態。 
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9，青木副会長より 活動への助言・連携について9，青木副会長より 活動への助言・連携について9，青木副会長より 活動への助言・連携について9，青木副会長より 活動への助言・連携について        

 ①活発な意見交換会へのお礼。 

 ②愛測協として、災害査定の現場経験・知識不足も 

否めないため、逆に助言をいただくとともに、今 

後も連携を図っていきたい。 

    

    

    

    

    

    

    

10，吉武理事より 意見交換会へのお礼10，吉武理事より 意見交換会へのお礼10，吉武理事より 意見交換会へのお礼10，吉武理事より 意見交換会へのお礼 

 ①意見交換会に対するお礼。 

 ②本日の意見交換会を参考に、大分県ＢＣＰ策定を 

進めたい。 

 

 

 

 

 

 

17：00 意見交換会 終了 

以上 

青木副会長より活動への助言 

吉武理事より意見交換会開催のお礼 
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（一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会から（一社）愛知県測量設計業協会 BCP についての質問に対する回答 （一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会から（一社）愛知県測量設計業協会 BCP についての質問に対する回答 （一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会から（一社）愛知県測量設計業協会 BCP についての質問に対する回答 （一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会から（一社）愛知県測量設計業協会 BCP についての質問に対する回答 

作成：危機管理委員会 

質問事項 回 答 質問事項 回 答 質問事項 回 答 質問事項 回 答 

１． 会員 BCP について １． 会員 BCP について １． 会員 BCP について １． 会員 BCP について 

① BCP の必要性を理解していても策定には至らない全測

連会員が多数いらっしゃると推察されます。愛知県測

協が BCP 策定に踏み切った理由を教えて下さい。 

 

 

 

 

 

② BCP に関連して、協会員以外の機関や有識者への接

触・ヒアリングの実施等がありましたら教えて下さ

い。また有益な資料や BCP 事例があればご教示下さい。 

 

 

 

③ 東日本大震災の教訓は BCP の中にどのように反映され

ていますか。 

 

④ BCP ワーキンググループの構成人数を教えて下さい。

ワーキンググループと 9地域の各会員との関係につい

て教えて下さい。 

 

 

⑤ BCP ガイドブックとはどんなものですか。お見せ下さ

い。 

 

 

⑥ 地区別正副幹事会社への説明会の内容を教えて下さ

い。 

 

 

 

 

⑦ 地区別勉強会をやってよかったと思う点を教えて下

さい。 

 

 

 

⑧ BCP 策定中の会員に対する協会の支援体制について教

えて下さい。 

 

⑨ BCP は何名で作成していますか。作成期間はどのくら

いかかりましたか。 

 

 

⑩ 全会員が BCP を策定されましたか。策定に至っていな

い会員に対する協会の指導についてのお考えをお聞

きしたい。 

 

⑪ 実効性のある BCP とするためには、最小限の情報量で

分かりやすいものにする必要があると考えます。この

ような観点から、何かアドバイスを頂きたい。 

 

⑫ BCP 発動の大規模災害は、どの程度の災害を想定され

ていますか。 

 

⑬ 災害発生前、災害発生、災害発生直後の一連の動き（タ

イムライン）が分かる図があればお見せ頂きたい。 

 

⑭ 「あいち BCP モデル」のどのような点を参考にされま

したか。会員 BCP の実物を拝見させて下さい。 

 

 

 

⑮ BCP の書類はかなりの分量になると推測されますが、

コンパクト版 BCP があればお見せ下さい。 

 

⑯ BCP 策定後の運用（PDCA サイクル）はどのようにされ

ていますか。管理者、管理の方法などを教えて下さい。 

 

 

① 2011 年 3月の東日本大震災の経験を南海トラフ巨大地震につなげるため、当協会の

建設コンサルタンツ委員会で平成 25 年から「3.11 から南海トラフ巨大地震へ ～

体験を学び、そして地域を守る～」という活動を行ない他測協との意見交換、WS に

よるタイムラインの概念導入を、また広報委員会では当協会の体質強化のため会員

及び協会の BCP 策定を進めてきました。今年度からそれらを危機管理委員会で統合

して進める予定です。→資料 1：H27･28 年度 建コン委／産官学 A・I 活動スケジ

ュール 

 

② タイムライン、BCP 策定の参考とするために、東日本大震災被災経験のある宮城県

測量設計業協会との意見交換会（H28.2.5）を開催しました。また、タイムライン

作成にあたり、名古屋工業大学／秀島教授をファシリテータとして、愛知県建設企

画課防災担当者と愛測協担当委員会でワークショップを開催しました（H27.12.11、

H28.3.2）。→資料 2：宮城県測量設計業協会との意見交換会報告書 

 

③ 宮測協との意見交換会で得られた「生の声」は、BCP（タイムライン）、とりわけ発

災時（0hr～7day）の行動指針として有益であり、協会 BCP に反映する予定です。 

 

④ BCPWG メンバーについては、平成 25 年度に行われた「防災対策に関する意識調査」

から、既に BCP を策定している会員で、地区（9地区）が重複しない 6名で構成し

ました。なお、平成 28年度には、新設された危機管理委員会（BCP 部会 5 名、タイ

ムライン部会 7名＋AD（アドバイザー1名）が担当委員会として引き継いでいます。 

 

⑤ 中小企業向け事業計画（BCP）策定マニュアル「あいち BCP モデル」（愛知県中小企

業金融課）をベースに測量設計業用サンプルとして作成。WG 当初は、中小企業庁「中

小企業 BCP 策定運用指針」を参考にする案もありました。 

 

⑥ 愛知県との災害協定、協会員としての社会的責任等について改めて説明しました。

また、協会 BCP の策定を進めるためには、第一に各会員の BCP 策定が前提であるこ

と、災害支援体制の強化が重要であることを説明しました。そして、「あいち BCP

モデル」をベースとした会員 BCP のサンプルの内容を説明、地区別説明会に向けて

正副幹事会社の協力を要請しました。→資料 3：通知文、趣旨説明等 

 

⑦ 勉強会を通じて、BCP の重要性や災害支援についての意識向上が図れたことがよか

ったと思います。しかし、BCP に対して「内容がよくわからない」「業績向上が優

先で防災関連の経費がない」などと発言される会員もあります。今後も、あまり前

向きでない会員に対し、継続的なフォローアップが必要であると考えます。 

 

⑧ 策定中会員への支援は、委員会によるアンケート調査や情報提供、個別対応などの

フォローアップを継続的に実施します。 

 

⑨ 「あいち BCP モデル」を自社の BCP としてサンプルを作成。経営者が自ら作成した

ので期間は、概ね 4、5日程度でした。その後、WG で内容を協議（３回程度）し、

理事会の承認を得ました。 

 

⑩ 28 年 2 月のアンケート結果（90社）…策定済み 57% 策定中を含む 77% 

未策定会員については、継続的にヒアリング及び策定支援を実施する予定です。ま

た、より簡略化された「コンパクト版」の活用も検討しています。 

 

⑪ PDCA サイクルにより、経営トップがリーダーシップをとり、毎年の災害訓練、連絡

訓練の実施、BCP の内容の見直し、改善をしていくことが重要であります（BCM）。

また、いわゆる「緊急時行動マニュアル」の策定支援を計画しています。 

 

⑫ 想定する大規模災害は、南海トラフ巨大地震です。BCP 発動は震度 6 弱としていま

す。 

 

⑬ 資料 4：災害対応に向けての流れ（タイムライン） 

 

 

⑭ 会員に対して、BCP に対する意識向上や無理なく BCP 策定を進めていただくことが

重要と考え、「あいち BCP モデル」をベースとしました。具体的な内容については、

他の BCP とほとんど相違はありませんが、サンプルを作成、穴埋め式で完成できる

形式としました。→資料 5：「あいち BCP モデル」測量設計業 標準版 サンプル 

 

⑮ 会員 BCP 用のコンパクト版は作成していません。有事の際には、会員 BCP サンプル

の巻末にある従業員携帯カードが有効と思われます。 

 

⑯ 会員 BCP については、各会員で対応すべきと考えます。ただし、形骸化することを

避けるために、協会の担当委員会（危機管理委員会）が継続的なアンケート調査や

情報提供などの工夫が必要であると考えます。 
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質問事項 回 答 質問事項 回 答 質問事項 回 答 質問事項 回 答 

２． 協会 BCP について ２． 協会 BCP について ２． 協会 BCP について ２． 協会 BCP について 

① 協会 BCP 策定に当たった人数を教えて下さい。 

 

 

② 協会執行部は協会会員を兼ねていて役割が重複して

います。協会 BCP では、重複によるロス（機能不全）

をなくすためにどのような工夫をされていますか。 

 

③ 協会 BCP と会員 BCP とで骨格部分で相違点があれば教

えて下さい。 

 

 

 

④ 協会 BCP の PDCA サイクルの実施体制の設定について

教えて下さい。 

 

⑤ 災害発生前、災害発生、災害発生直後の一連の動き（タ

イムライン）が分かる図があればお見せして頂きた

い。 

⑥ 協会 BCP の内容（目次など）を教えて頂きたい。実物

があればお見せ頂きたい。 

 

 

 

⑦ 協会 BCP について、広域な大規模災害が発生した場合、

国（整備局）・県（愛知・岐阜・静岡）・市（名古屋

市）の各発注機関から被害調査の要請が同時に来ると

思われます。その際の調整についてお聞かせ下さい。 

 

 

 

⑧ 気象庁の地震速報と連動したメール・インターネット

による情報発信・収集の仕組みを構築しているとのこ

とですが、どのようなものか見せて頂きたい。また、

このシステムは外部委託されたものであれば外部委

託者名、期間、費用等を教えて下さい。 

    

 

① 平成 28 年度に新設された危機管理委員会（BCP 部会 5 名、タイムライン部会 7 名＋

AD（アドバイザー1 名）が担当委員会として策定を進めています。 

 

② 役割分担を明確にする必要があると考えます。今後、協会 BCP 策定する上での検討

課題です。 

 

 

③ 会員 BCP は、事業復旧、災害支援を遂行できる体制を早期に整えることを前提とし

て、各会員企業の事業継続（存続）が主目的であります。協会 BCP は、災害対策本

部、会員企業との指揮連絡や相互支援等の確立、愛知県との災害支援協定の拡充、

他測協などとの広域連携体制、BCM の実践等が要旨となります。 

 

④ 検討中です。 

 

 

⑤ タイムラインは、発災時から 7～10day 期間の行動の流れであり、緊急時行動マニ

ュアル等のベースとなると考えます。→資料 4：1-⑬ 

 

⑥ 内閣府防災担当「事業継続ガイドライン」、（一社）日本建設業連合会「建設 BCP

ガイドライン」を参考に作成中であります。参考にした理由は、改訂を重ね内容が

充実していること、BCM の重要性等、協会 BCP に適していると判断しました。→資

料 6：協会 BCP 目次 

 

⑦ 愛測協は愛知県建設部との協定による災害査定（道路、河川、砂防等）の役割があ

ります。建コンサルタンツ協会中部支部は橋梁関連、名古屋市は名古屋市測量設計

業協会（名測協）と協定を締結しています。また、市町村については、愛測協の下

部組織である地元組織（研究会など含む）との協定締結の実績もあります。支援要

請の調整については、各団体、各企業に委ねられるので考慮していません。派遣人

員、派遣先については各企業の判断によるとしています。 

 

⑧ 当協会員の関連会社で開発した安否確認サービスを使用しています。詳細について

は、「安否確認サービス」の通りです。→資料 7：「BCP（事業継続計画）に不可欠

な安否確認サービス」 

 

３． 災害模擬訓練 ３． 災害模擬訓練 ３． 災害模擬訓練 ３． 災害模擬訓練 

① 災害模擬訓練の実施内容について教えて下さい。 

 

 

 

② 災害模擬訓練は、会員全員が参加されましたか。社員

の参加数を教えて下さい。また会社社員はどういうか

たちで参加されましたか。 

 

③ 災害模擬訓練は円滑に行われましたか。予測できない

事態が発生していれば教えて下さい。 

 

④ BCP に関して、種々の行政機関や民間会社・団体と連

携していれば、連携先や連携の内容を教えて下さい。 

 

 

 

⑤ 模擬訓練では災害発生後にどのようなプログラムを

実行されましたか。 

 

 

 

 

⑥ 次回の模擬訓練で注意すべき点（参加者への周知、BCP

運用面での改善、BCP の更新など）があれば教えて下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 愛測協は、前述の安否確認サービスを活用した連絡模擬訓練を行っています。また、

担当委員会から名測協との合同訓練にも参加しています。内容は、災害査定の測量

方法や査定写真の撮り方などを行っています。 

 

② 連絡模擬訓練は全会員が参加しますが、インターネットを活用したものであり、参

加としては、各社の災害担当者のみであります。 

 

 

③ 連絡模擬訓練のみであり、毎年大きな問題の発生はありません。 

 

 

④ 協会 BCP 策定中であり、まだ計画段階ですが、災害協定を締結している愛知県をは

じめ、中部地区協議会の岐阜県測協・静岡県測協（災害応援協定あり）、その他、

近隣の測協、建設コン協会中部支部や名測協、愛知県土木研究会など県内の関連団

体との情報共有、相互支援などを確立していく予定であります（タイムライン参照） 

 

⑤ 現在は、連絡模擬訓練しか行っていないので、以下の流れで実施しています。 

災害発生→災害対策本部設置→各会員に安否確認メールを自動送信（実際には愛知

県内で震度 6 弱以上の地震が発生した場合に自動的に配信されます） 

→各会員が安否確認サイトから派遣可能な技術者などを回答 

→各会員の回答結果を集計して各地区の正副幹事会社に報告 

 

⑥ 今後は、連絡模擬訓練だけではなく、愛知県との合同開催による災害査定の実地訓

練も必要と考えています。また、技術の継承を図るために、災害査定に関する技術

研修会の開催も計画しています。 
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（株）日刊建設工業新聞社　2016.7.29

（株）建通新聞社　2016.8.1



平成 28 年 7 月 27 日 

 

（一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会・（一社）愛知県測量設計業協会 

～ BCP 策定に関する意見交換会 ～ 

 

 

次   第 

議事進行：大分測協 波多野委員 

 

 

１．大分測協 挨拶 14:00～14:05 今山会長 

 

２．愛測協 挨拶 14:05～14:10 今村会長 

 

３．両協会メンバーの自己紹介 14:10～14:20 各参加者 

 

４．大分測協の組織と活動 14:20～14:30 吉田理事 

 

５．愛測協の組織と活動 14:30～14:40 岩田危機管理委員長 

 

６．会議の進め方及び資料他について 14:40～14:50 波多野委員 

 

７．質問表に沿った質疑回答 14:50～15:40 各参加者 

  （前半） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・休 憩（10 分）・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

８．質問表に沿った質疑回答 15:50～16:50 各参加者 

  （後半） 

 

９．活動への助言・連携 16:50～16:55 青木副会長 

 

１０．意見交換会へのお礼 16:55～17:00 吉武理事 
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ワークショップ（ＷＳ）準備会 

開催日：H27.12.11（金） 15:00～17:00 

場所 ：名工大 1 号館 A 棟 309 号室 

①ＷＳ参加者への確認： 

ワークショップの目的、愛知県の対応に

対するフェーズの設定、愛測協の応える

べき事項などを確認 

 

 

 

 

 

 

 

②ＷＳの進め方の確認 

秀島ファシリテータ／名工大教授によ

るＷＳの進め方の説明 

 

黒板及び机の上にあるＡ０資料：「災害

対応に向けての流れ（タイムライン）」 

 

 

 

 

 

③Ａ班のＷＳ風景 

Ａ班： 

 村上秀隆 愛知県建設部建設企画課 

 岩田敏彦 中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 濱田常雄 （株）新日 

 鈴木章夫 中部復建（株） 

 伊勢野暁彦 （株）ｶﾅｴｼﾞｵﾏﾃｨｯｸｽ 

 早川正喜 早川都市計画（株） 

オーディエンス： 

 青木拓生 （株）拓工 

 溝口清孝 協和調査設計（株） 

                        安井 睦 若鈴ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株） 
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④Ｂ班のＷＳ風景 

Ｂ班： 

 岡田康生 愛知県建設部建設企画課 

 廣瀬 博 （株）大建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 岸本悦典 （株）ｱｲｴｽｼｲ 

 多賀真澄 ｱﾛｰｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 村雲由喜 玉野総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株） 

 白木敏和 中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 

 

 

⑤Ａ班のＷＳ結果報告 

早川委員によるＡ班のＷＳ結果の報告 

 

ポストイットに書かれた意見を発表し

ており、その結果は「課題リスト」に整

理 

 

 

 

 

 

⑥Ｂ班のＷＳ結果報告 

岸本委員によるＢ班のＷＳ結果の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦講評 

・シナリオを一つに絞っても、災害を時間軸に沿ってイメージしステークホルダー（利害関

係者）との調整事項を列挙するのに時間が足りなかった 

・参加者の災害に対する意識アップには役立つとの意見が多く、好評であった 
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第１回ワークショップ（ＷＳ） 報告 

開催日：H28.3.2（水） 14:30～17:00 

場所 ：名工大 1 号館 A 棟 309 号室 

①ＷＳ参加者への確認： 

岩田副委員長より、進め方等を説明 

・ワークショップの目的および実施方法

などを確認 

・特に、今回はファシリテータを各班か

ら１名ずつ選出 

・班を２つに分け、地区制・支部制を前

提に課題・対応を協議 

・Ａ班：支部制（現在の地区別災害体制

を３つ／尾張・西三河・東三河に統合） 

・Ｂ班：地区制（現体制） 

②前回ＷＳ準備会の結果報告 

同副委員長より、前回タイムライン及び

課題表の結果を確認 

・黒板及び机の上にあるＡ０版資料：「災

害対応に向けての流れ（タイムライン）」

と「課題表」を説明 

 

 

 

 

 

③宮測協／ヒアリング（意見交換会）結果の報告 

廣瀬委員長より、H28.2.5 に宮測協と実

施した意見交換会の概要結果を説明 

・意見交換会まとめの資料をもとに、概

要を説明 
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④宮測協／ヒアリング（意見交換会）議事録の質疑応答 

濱田・岸本委員による議事録概要の説明

と質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤Ａ班のＷＳ風景 

（オーディエンスのメンバーもＷＳに参加頂き、活発な協議に） 

Ａ班： 

 村上秀隆 愛知県建設部建設企画課 

 岩田敏彦 中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 濱田常雄 （株）新日 

 鈴木章夫 中部復建（株） 

 伊勢野暁彦 （株）ｶﾅｴｼﾞｵﾏﾃｨｯｸｽ 

 早川正喜 早川都市計画（株） 

 奥田雄司 （株）大増ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

 今村鐘年 中部復建（株） 

 舟橋博文 （株）葵ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

⑥Ｂ班のＷＳ風景 

Ｂ班： 

 岡田康生 愛知県建設部建設企画課 

 廣瀬 博 （株）大建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 岸本悦典 （株）ｱｲｴｽｼｲ 

 多賀真澄 ｱﾛｰｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 村雲由喜 玉野総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株） 

 白木敏和 中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 安井 睦 若鈴ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株） 

 青木拓生 （株）拓工 

 溝口清孝 協和調査設計（株） 

                        浅井俊治 （株）大増ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 
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⑦Ａ班のＷＳ結果報告 

早川委員によるＡ班のＷＳ結果の報告 

・支部制採用を想定したタイムラインを

協議し、意見を発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧Ｂ班のＷＳ結果報告 

岸本委員によるＢ班のＷＳ結果の報告と

白木ファシリテータによる補足説明 

・現在の地区制をベースにしたタイムラ

インを協議し、課題を整理 

 

 

 

 

 

 

⑨秀島教授による講評と今後のアドバイス 

以下の指摘を頂いた 

・ＷＳでは課題の提示だけでなく対応を

確定していく 

・協会対応は別途一部メンバーで決めて

はどうか 

・指揮系統を明確にする 

・他団体との協定を明確にする 

 

今後の方針 

・委員会の一部メンバーでタイムライン

（案）を作成する 

・結果を委員会で協議、理事会に提示する方向で進める 

( 22 )



平
成

2
8
年

度
　

危
機

管
理

委
員

会
　

活
動

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

H
2
8
.
7
.
1
3

活
動

テ
ー

マ
危

機
管

理
体

制
の

整
備

と
B
C
P
の

作
成

　
　

～
動

き
な

が
ら

考
え

る
～

活
動

の
体

制
①

災
害

等
緊

急
体

制
に

つ
い

て
【

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

部
会

】

　
ⅰ

）
体

制
整

備

　
　

・
危

機
の

把
握

と
優

先
度

：
地

震
、

豪
雨

・
・

・
テ

ロ

　
　

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
と

B
C
P
の

周
知

：
W
S
の

開
催

（
第

2
回

）

　
　

・
体

制
の

検
討

　
ⅱ

）
技

術
支

援

　
　

・
測

量
委

、
建

コ
ン

委
に

よ
る

災
害

査
定

の
指

導
お

よ
び

危
機

管
理

委
に

よ
る

支
援

ス
ケ

ジ
ュ

－
ル

立
案

と
運

営

②
協

会
・

会
員

B
C
P
に

つ
い

て
【

B
C
P
部

会
】

　
ⅰ

）
会

員
の

B
C
P
の

深
度

化
支

援

　
　

・
会

員
B
C
P
の

公
表

率
の

調
査

　
　

・
公

表
に

至
る

課
題

　
　

・
会

員
B
C
P
作

成
支

援
：

具
体

的
シ

ナ
リ

オ
に

沿
っ

た
対

応
調

査

　
ⅱ

）
協

会
B
C
P
の

作
成

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

活
動

項
目

H
2
8
／

4
・

5
月

6
・

7
月

8
・

9
月

1
0
・

1
1
月

1
2
・

1
月

2
・

3
月

H
2
9
／

4
・

5
月

6
・

7
月

8
・

9
月

1
0
・

1
1
月

1
2
・

1
月

2
・

3
月

理
事

会
 
●

　
　

●
　

　
　

○
　

　
○

　
　

○
　

　
○

　
　

○
　

　
○

　
　

○
　

○
　

　
○

　
　

○
　

　
○

危
機

管
理

委
員

会
　

　
　

●
●

　
●

 
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
○

　
大

分
県

測
協

／
意

見
交

換
会

　
　

　
 
　

○

①
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
部

会
　

　
　

 
 
 
○

ⅰ
）

体
制

整
備

　
危

機
の

把
握

　
ﾀ
ｲ
ﾑ
ﾗ
ｲ
ﾝ
･
B
C
P
の

周
知

　
　

　
　

 
 
○

　
体

制
の

検
討

　
災

害
訓

練
　

　
 
○

ⅱ
）

技
術

支
援

　
災

害
査

定

②
B
C
P
部

会
　

　
 
 
 
○

ⅰ
）

会
員

B
C
P
の

深
度

化

　
公

表
率

の
調

査

　
課

題
の

抽
出

　
会

員
B
C
P
作

成
支

援

ⅱ
）

協
会

B
C
P
作

成

　
骨

子

　
素

案

　
意

見
の

聴
取

愛
知

県
／

建
設

企
画

課
　

●
　

　
　

 
○

○

名
工

大
／

秀
島

教
授

　
　

　
　

　
○

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

計
画

立
案

他
委

員
会

協
議

実
施

活
動

6
/
1
第

1
回

委
員

会
5
/
2
5

第
1
回

正
副
委

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

最
終

案

素
案

7
/
1
4

第
2
回

委
員
会

4
/
2
2
 
第

1
回

理
事
会

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

7
/
2
8
 
第

3
回

理
事
会

6
/
2
1

大
測

協
調

整

7
/
1
4
 
第
1
回
部

会

7
/
7
 
第

1
回

部
会

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

6
/
9

企
画

課
挨

拶

7
/
1
4

第
2
回

委
員
会

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

7
/
2
8
 
第

3
回

理
事
会

7
/
1
4
 
第
1
回
部

会

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

7
/
1
4
 
第
1
回
部

会

9
/
2
0

第
2
回

Ｗ
Ｓ

5
/
1
8
 
第

2
回

理
事
会

7
/
2
4

意
見

交
換

会

7
/
2
1
,
2
2

7
/
2
7
a
m
:
建

設
企

画

8
/
2
p
m
:
海

部
建

設

( 23 )



平成２７年３月２６日 

災害協力体制 
正副幹事会社 各位 

(一社)愛知県測量設計業協会 
会 長 二 村 貴 和 

BCP ワーキンググループ 
リーダー 早川正喜 

 
 

BCP（事業継続計画）に関する説明会の開催について 
 
 

拝啓 陽春の候 益々ご清栄の段お慶び申し上げます。 
日頃は、当協会事業にご協力を頂き厚く御礼申し上げます。 
 
さて、2011 年 3 月に発生した東日本大震災を教訓として、我々の地域でも南海トラフ巨大地

震の発生想定による災害対策が進められています。また、企業経営を取り巻く環境には様々な脅

威があり、想定外の震災を経験した我々は、日々の備えの重要性を認識しなければなりません。

今後、企業にとって予期せぬ事態が発生した場合でも、事業の早期復旧をしなければ、その存続

も危ぶまれます。非常時、緊急時こそ明確な行動指針が必要であり、また平常時にその準備や訓

練をすることが重要となってきます。それが事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）
です。 

 
そして我々は、愛知県測量設計業協会に属する会員企業としての社会的責任があり、愛知県と

平成 23 年に締結した災害協定に基づく災害復旧支援の役割があります。そこで、愛知県測量設

計計業協会として、BCP 策定に関するワーキンググループを立ち上げ、測量設計業の BCP モデ

ルを作成し、全会員を対象とした BCP 策定を推進する活動を行っております。 
 
この度、その BCP モデルが概ね整いましたので、災害支援体制の地区別正副幹事会社を対象

に説明会を開催する運びとなりました。つきましては、下記のとおり、開催日時、場所を取り決

めましたので、お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、極力ご出席のほどよろしくお願い申し

上げます。 
 
出欠のご連絡は、当協会へ FAX 052-953-5020、mail jimukyoku@aisokkyo.or.jp でご返送

下さいますようお願い致します。 
尚、今回の BCP 策定に関する説明、今後の予定等を別紙に添付いたしましたのでご一読くだ

さい。 
 

記 
 

日 時   平成２７年 ４月２１日（火） １３：３０～１７：００（予定） 
 
場 所   （一社）愛知県測量設計業協会 会議室 

名古屋市中区丸の内 3丁目 19番 30 号 

℡  ０５２－９５３－５０２１ 

 

※出席される方は、BCP 策定の権限のある方（経営者又はその代理、もしくは管理責任者）の選

任をお願いします。 

以上 
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資料3



 

BCP 策定に関する説明会出欠通知 
 

 
出 席 ・ 欠 席 

 

 
 
 

社  名   

 
 
 
出席者名   

 
 
       

 
 
 
 
 
 
 
 
４月１４日までに 
ＦＡＸ（０５２）９５３－５０２０ 
mail jimukyoku@aisokkyo.or.jp  等でご返送ください。 
 
 
 
 
 

 
連絡事項   
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『BCPBCPBCPBCP（事業継続計画）策定に関する説明』（事業継続計画）策定に関する説明』（事業継続計画）策定に関する説明』（事業継続計画）策定に関する説明』    
 
１．１．１．１．BCPBCPBCPBCP（事業継続計画）策定の背景および目的（事業継続計画）策定の背景および目的（事業継続計画）策定の背景および目的（事業継続計画）策定の背景および目的    

2011 年 3 月に発生した東日本大震災を教訓として、我々の地域でも南海トラフ巨大地震の発

生想定による災害対策が進められています。また、企業経営を取り巻く環境には様々な脅威があ

り、想定外の震災を経験した我々は、日々の備えの重要性を認識しなければなりません。今後、

企業にとって予期せぬ事態が発生した場合でも、事業の早期復旧をしなければ、その存続も危ぶ

まれます。非常時、緊急時こそ明確な行動指針が必要であり、また平常時にその準備や訓練を

することが重要となってきます。それが事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）
です。 

 
そして我々は、愛知県測量設計業協会に属する会員企業としての社会的責任があり、愛知県と

平成 23 年に締結した災害協定に基づく災害復旧支援の役割があります。そこで、愛知県測量設

計計業協会として、BCP 策定に関するワーキンググループを立ち上げ、測量設計業の BCP モデ

ルを作成し、全会員を対象とした BCP 策定を推進する活動を行っております。 
 
全会員の BCP 策定を実施し、次の段階で（一社）愛知県測量設計業協会自体の BCP 策定に

着手する予定です。協会 BCP の策定を進める過程で、災害支援体制の見直しや会員相互の支援

体制の確立を目指します。 
 
 
２．２．２．２．BCPBCPBCPBCP（事業継続計画）策定の取組み（事業継続計画）策定の取組み（事業継続計画）策定の取組み（事業継続計画）策定の取組み    

平成 25 年 12 月  防災対策に関するアンケートの実施 
平成 26 年 7 月  第１回 BCP ワーキンググループ打合せ 
平成 26 年 8 月  第 2 回 BCP ワーキンググループ打合せ 
平成 26 年 9 月  第 3 回 BCP ワーキンググループ打合せ 
平成 26 年 11 月  第 4 回 BCP ワーキンググループ打合せ 
平成 26 年 12 月  第 6 回理事会上程 
平成 27 年 3 月  第 5 回 BCP ワーキンググループ打合せ 
平成 27 年 3 月  第 8 回理事会承認 
 
 

※BCP の取組みに関するアンケート結果（有効回答数 72） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【BCP をご存知ですか？】         【貴社では、BCP を策定していますか？】 
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３．３．３．３．BCPBCPBCPBCP（事業継続計画）の概要（目次）（事業継続計画）の概要（目次）（事業継続計画）の概要（目次）（事業継続計画）の概要（目次）    
今回、策定する BCP モデルの概要は以下のとおりです。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
４．留意事項４．留意事項４．留意事項４．留意事項    

我々測量・設計業に携わるものとしては、主に官公庁の顧客からの要請や要望への対応が重

要であり、他の業種（サービス業や工場）とは全く異なる役割を担うことになります。災害発

生直後、応急対応時、復旧対応時、長期の復興対応時といった時間経過によって、その役割が

異なります。しかし今回は、愛知県との災害協定を主軸に捉えた標準の BCP モデルになって

います。時間経過によって対応が必要な場合には、各社として対策を立ててください。 
 
BCP は、災害時の最悪の事態を想定して検討する必要があります。発生時間が夜間・早朝、

休日の場合には、会社の被害状況を確認するだけでも困難なことが考えられます。我々の事業

を再開・継続させるには、まず会員各社の事業所が機能することが重要です。そのために事前

に災害対策を検討し、被害を少なくする対応を実施してください。次に、災害発生後に事業を

再開させる計画を立ててください。そして最も重要なのは、策定された BCP を会員各社の社

員全員が理解し、災害時に行動すべきことが実行できるように教育・訓練を実施することです。 
 
また、一般に BCP の想定する危機は、地震以外にも風水害や伝染病等がありますが、今回

は、南海トラフ巨大地震に限定しています。しかし、そのほかの想定する危機にも、適切な改

良で対応が可能であると思われますのでご理解ください。 
 
５．今後の予定５．今後の予定５．今後の予定５．今後の予定    

平成 27 年 4 月   地区別正副幹事会社説明会 
平成 27 年 5 月   地区別会員説明会（8 地区） 
平成 27 年 6 月末  会員 BCP 策定期限 
平成 27 年 8 月末  状況ヒヤリング・フォローアップ 
平成 27 年 9 月   協会 BCP 策定着手 
平成 28 年 3 月   協会 BCP 策定 

 
６．参考情報６．参考情報６．参考情報６．参考情報    

BCP 策定に関する参考情報は以下のとおりです。 
・中小企業向け事業継続計画（BCP）策定マニュアル「あいち BCP モデル」 

http://www.quake-learning.pref.aichi.jp/bcpmodel.html 
・愛知県地域防災計画  http://www.pref.aichi.jp/bousai/boukei/boukei.htm 
・第 3 次あいち地震対策アクションプラン  http://www.pref.aichi.jp/0000078460.html 
・平成 23 年度～25 年度 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果 

http://www.pref.aichi.jp/0000072625.html 
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